
 

 

いわて林業アカデミーの概要について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 設置目的 

 将来的に林業事業体経営の中核となりうる現場技術者を、産学官の協力を得て養成 

(2) 設置主体  岩手県  

(3) 開講時期  平成 29年 4月（予定） 

(4) 研修期間  １年間（1,200時間） 

(5) 場 所   岩手県林業技術センター 

(6) 定 員   15名 

(7) 受講対象者 

次の全てを満たした者であること 

ア 概ね 30歳以下で、岩手県内で林業への就業を希望する者又は就業している者 

イ 高等学校卒業（見込みも含む。）又は同等以上の学力を持った者 

(8) 選考方法  高等学校からの推薦及び一般選考 

(9) 受講料   年間 118,800円（予定）（県立農業大学校に準ずる） 

(10) カリキュラム 

ア 林業に関する知識の習得 

林業概論、樹木学、造林・育林、森林保護、林産利用、林業経営 等 

イ 林業技術の習得（実習等） 

造林・育林、伐木造材、測量、測樹、林業機械、林内路網、安全衛生 等 

ウ 就業に必要な資格の取得 

伐木等の業務に係る特別教育、刈払機取扱作業者安全教育、車両系建設機械運転技能

講習 等 

エ インターンシップ（就労体験） 

民間事業体における就労体験 

※現場で活躍できる人材を養成するため、実習及びインターンシップに十分な時間を確保 

(11) 給付金 

研修修了後、林業分野へ就業し、将来的にはその中核を担う強い意志を持っている者に対

し、「緑の青年就業準備給付金（最大 150万円／年）」を支給 

(12) 産学官の連携体制 

ア 運営協議会〔業界の協力確保、業界ニーズ・教育関係者の意見把握〕 

構成メンバー：林業関係団体等、学識経験者、行政機関等 

 

 

 

 

 

イ サポートチーム〔講師派遣、インターンシップ受入等の協力確保〕 

構成メンバー：林業事業体、林業機械メーカー等 

１ いわて林業アカデミーの概要 

(1) 施設の整備 

適切な研修環境を確保するために必要な施設を改修 

 
 

(2) 資機材の整備 

林業の基本的な技術を身につけるために必要な実習機具を整備（チェーンソー、刈払い機、鋸、測量器具 等） 

(3) 研修生の募集・ＰＲ 

研修生の確保に向けた研修ＰＲや募集活動、就職先の確保に向けた事業体訪問を実施 

（募集パンフレット、ポスター等作成、県内高等学校訪問、事業体訪問） 

(4) 研修の事前準備 

研修実施に向けたカリキュラム作成、講義・実習・インターンシップ等の準備を実施 

（カリキュラム作成、教材作成、実習地事前調査、外部講師打合せ、インターンシップ受入事業体訪問） 

(5) 産学官連携体制の整備 

産学官が連携した人材育成体制を構築するため、運営協議会及びサポートチームを設置・運営 

（参考）研修生募集のスケジュール 
 H28 H29 
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研修生の募集・PR 

 

 

            

 

 

研究棟 

研修棟 管理棟 

宿泊棟 

機械研修棟 

２ 開講に向けた準備 （Ｈ28予算額：34,462千円） 

〔宿泊棟〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

  研修生交流室 

⇒ 更衣室 

  面談室 

〔研修棟〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議室 ⇒ 教室 

機材室 ⇒ 静養室 

 

 

宿泊室

の一部 

〔機械研修棟〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

車庫の一部 ⇒ 機械実習室 

【林業技術センター配置図】 

〔看板〕 

 

 

 

 

 

 

既設看板 ⇒ 看板の追加 

 

学校訪問 

 

推薦選考 

 

一般選考(前期) 

 

募集開始  一般選考(後期) 

 

開講 

 

関係機関 

関係団体 

東北森林管理局 

岩手大学 

森林総合研究所東北支所 

教育機関 等 

林業技術センター 

【構成メンバー】 

平成 28 年４月 22 日 

農 林 水 産 部 


